
神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年 １年 

講義日 令和 8 年 11 月 27 日（ 金 ）  

テーマ 「神戸華僑関係地図」から見る神戸華僑の歴史と文化 

講 師 神戸華僑歴史博物館 館長  呉 宏明 

講義内容 

 

「神戸華僑関係地図」を用いて神戸華僑の歴史と文化を考えたい。 

 

１． 西洋文化導入の窓口としての華僑 

2. 宗教施設 

3. 教育機関 

4. 神戸華僑同郷会組織 

5. 社会・政治関係 

6. 華僑と文化 

7. 華僑の職業 

8. 「神戸と台湾」 

9. 南京町 

講師からのメッセージ 

神戸華僑歴史博物館にかかっている「神戸華僑関係地図」から神戸華僑の歴史と文化を考

えたいと思います。又実際に関心のあるところに行って下さい。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年 1 年 

講義日 令和８年 11 月 26 日（木） 

テーマ 美術文化に見る国際交流 

講 師 大阪教育大学美術教育講座 名誉教授  田中 久和 

講義内容 

 

昨年、大阪市で大阪・関西万国博覧会が開催されました。 

これを記念して、関西を代表する美術館（博物館）で日本の国宝を紹介する特別展が

開催され、万博を訪れる人々だけではなく、海外からの訪日客からも大きな反響が寄せ

られ話題となりました。 

その展覧会とは奈良国立博物館の「超国宝展」と京都国立博物館の「日本、美のるつ

ぼ展」そして大阪市立美術館の「日本国宝展」の３件です。 

万博を訪れる国内外の方々に、日本に伝わる貴重な国宝を鑑賞してもらいながら、日

本人の美意識や想像力、そしてその伝統に触れてもらう貴重な機会となりました。 

また万博を記念してゴッホ展が神戸市立博物館で開催され大変な盛況となりました。

ゴッホが日本の浮世絵からインスピレーションを受けて、鮮やかな色彩による絵画表現

を達成し、近代絵画の金字塔となったことは有名です。 

授業では、昨年開催された万博記念特別展で話題となった展示作品を紹介しながら

「美術文化に見る国際交流」をめぐる問題について考えてみたいと思います。 

講師からのメッセージ 

日本の美術文化を代表する作品を図版で紹介しますので、作品を鑑賞して何か感じ取り

ながら、テーマについて考えて下さることを期待しています。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年 １年 

講義日 ① 令和 8 年 10 月 29 日（ 木 ） ② 1１月 5 日（ 木 ） 

テーマ 
① 中国国家観の変遷と民族問題――「天下」の国家から「民族」の国家へ 

② 現代中国の国家思想と民族政策――「党国体制」下の民族問題とその将来 

講 師 神戸大学名誉教授  王 柯 

講義内容 

「中華民族の偉大な復興」とは現在の中国政府、とりわけ中国共産党総書記（国家主席）

習近平の愛用する言葉である。しかし事実上 1900年以前の中国には「中華民族」という実

体もなく言い方もなかった。歴代の中国の王朝は一貫して「天下」を標榜し、その目的は多

くの民族集団をその統治下に置いていることを強調するためだった。20 世紀に入ってはじ

めて「中国は中華民族の国家」という言説が現れた。では、中国における「天下」の国家と

「民族」の国家はどう違うのか；なぜ歴史上の中国王朝は「天下」を強調し、19 世紀から

20 世紀への変わり目に近代中国の政治家たちが中国は「民族」国家と言い出したのか；さ

らに、事実上多民族国家である中国が「中華民族」の国家とされてから各民族間の関係は中

華民国政府によってどのように処理され、とくに一党独裁体制の中華人民共和国政権の時

代にどのように変わったのか。 

以上の問題意識に基づき、一日目の講義では中国における「天下」思想の誕生と「天下」

を求める王朝の歴史をまとめ、その「民族」との関係を明らかにする。その上で 20世紀初

頭における「民族」国家思想の誕生原因を説明し、中華民国時代と中華人民共和国時代の民

族政策の変遷を、漢民族と満洲族・チベット・モンゴル・ウイグルとの民族関係に併せて分

析する。 

二日目の講義では、まず今年 3月に制定された「民族団結促進法」（7月 1日実施）を取

り上げ、その制定された政治的背景を明らかにする。その上に現在国際社会から注目されて

いる新疆ウイグル問題と結びつけ、ウイグル民族の独自の文化と歴史、さらに現在新疆ウイ

グル自治区で発生している問題の現状を説明し、中国政府による「民族団結」が抱えている

問題を構造的に分析する。 

 

講師からのメッセージ 

 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流･協力コース 対象学年 1 年 

講義日 令和 8 年 9 月 18 日（金） 

テーマ 戦争博物館とジェノサイド･メモリアル  ～ポーランドとルワンダを中心に～ 

講 師 杉山精一 

講義内容 

（テーマ） 

戦争博物館とジェノサイド･メモリアル  ～ポーランドとルワンダを中心に～ 

 

（内容） 

 1．戦争遺跡･戦争博物館の意義について  ～記憶の継承問題～ 

 2．ポーランドの戦争博物館とその特徴 

   ①アウシュヴィッツ（クラクフ）  

②シンドラー博物館（クラクフ） 

③ワルシャワ蜂起博物館(ワルシャワ)  

③第二次世界大戦博物館(グダニスク) 

④ポーランドの戦争博物館の特徴 

 3．ルワンダのジェノサイド･メモリアル 

   ①首都キガリのジェノサイド･メモリアル 

   ②ニャマタ、ンタラマなど地方都市のジェノサイドメモリアル 

    ③ジエノサイド 32 年後のルワンダ 

   ④紛争地域（コンゴ東部）の現状とルワンダ 

 4．日本･兵庫県の戦争遺跡 

   ①神戸空襲、尼崎空襲、明石空襲の痕跡 

   ②浦頭引揚記念資料館(長崎県佐世保市) 

   ③陸軍少年戦車兵学校跡･若獅子神社(静岡市富士宮市) 

 5．記憶をつなぐために ～私の試み～ 

   ･身内の軍歴証明書を取り寄せる。 

講師からのメッセージ 

 戦争や紛争の記憶を、次の世代に伝えるために、 

 私たちに何ができるのかを、みなさんとともに考えていきたいと思います。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース       対象学年  1 年 

講義日 令和  8  年  7  月  10  日（ 金 ） 

テーマ 在日ベトナム人の現在ー神戸での取り組みを中心に 

講 師 武庫川女子大学文学部 講師 林貴哉 

講義内容 

 本講義では、在日ベトナム国籍者数の在留資格別の変遷や地域差を確認した上で、近畿

地方の事例として、神戸市長田区のベトナム人コミュニティを取り上げる。1980 年代以降、

いかにベトナム人コミュニティが形成され、1995 年の阪神・淡路以降、多文化共生のまちづ

くりがどのように取り組まれてきたのかを示す。 

 ベトナム人コミュニティを対象としたフィールドワークの過程で、講師自身もベトナム人支援

団体の活動に参画し、ベトナム語による情報発信を行ってきた。本講義では、この 10 年で急

増した在日ベトナム人への支援活動の取り組みについても紹介し、在日ベトナム人の現在へ

の理解を深められるようにする。 

 

講師からのメッセージ 

本講義では調査結果だけでなく、どのようにフィールドワークを行ったのかというプロセスに

ついても紹介します。みなさんも街に出て、多文化・多言語状況を観察してもらえたらと思い

ます。これが新たな気づきや出会いのきっかけになれば幸いです。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース        対象学年  １年 

講義日 令和 ８年 ４月 24 日（金） 

テーマ 韓国社会と文化の理解 

講 師 神戸女学院大学・非常勤講師 金 泰賢(キム テヒョン) 

講義内容 

第１部 韓国社会の全般について 

韓国は、1950〜60 年代には世界でもっとも貧しい国の一つでしたが、最近は世界 10

位前後の経済規模(GDP 基準)を持つ国にまで成長しました。ところがこのような経済の

高度成長の裏には激しい競争や貧富の格差など様々な社会問題を残してきました。この授

業では韓国社会全般の変化の過程や現状、問題点などについて幅広く紹介します。 

 

第２部 韓国の食文化について 

大型スーパーに置いてある色んな種類のキムチや韓国のお酒、外国の加工食品を扱っ

ている店に必ずおいてある韓国のインスタントラーメンやレトルトのサムゲタン(参鶏湯)、テ

レビのショッピングにたびたび登場する韓国風調味料、韓国の食べ物だけを扱う専門のス

ーパーなど、韓国発の「食」はすでに身近な存在となっています。一度食べたことのある、も

しくは、聞いたり見たことのある韓国の「食」について紹介します。 

 

 

講師からのメッセージ 

韓国からやってきた友人から韓国のことを聞くような雰囲気の授業ができたらうれしいです。

よろしくお願いします。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力 コース            対象学年  １年 

講義日 令和  ８  年  ４  月  １６  日（ 木 ） 

テーマ 文化人類学と異文化理解―オセアニアを中心として 

講 師 吉岡政徳 

講義内容 

講義は以下の内容で進めます。 

１ 進化主義と文化相対主義 

進化主義を否定した文化相対主義の出現が、異文化の解読を目指す文化人類学の出発

点となりました。オーストラリア先住民の例を取り上げ、進化主義の間違いを指摘します。  

２ 野生の思考 

文化人類学者のレヴィ＝ストロースは、すべての人類に普遍的に見られる思考である「野

生の思考」は「科学的思考」とは異なると主張しました。どう異なるのかを考えます。 

３ 豚を殺す儀礼（ヴァヌアツ共和国） 

  オセアニアのヴァヌアツ共和国では、豚を殺す儀礼というものがありますが、この背後に横

たわる「野生の思考」を考え、日本人にも同じ思考が見いだせることを指摘します。 

４ エイジング 

  ヴァヌアツにおいては「齢をとる」ということを、日本とは違った風に考えています。科学的

思考に基づいた「近代の論理」とは違った視点によるものですが、それが何かを考えます。 

５ SD と SDGs 

  ヴァヌアツはかつて、国連の位置づけでは最貧国でした。貧困を解決するためにＳＤ（持続

可能な開発）が実施されてきました。ところが、国連のなかでＳＤからＳＤGｓへの変換が起

こりました。それはどういう点か、また、今日のＳＤＧｓが持つ問題点を考えます。 

６ 地球温暖化と海面上昇（ツバルの現実） 

  ＳＤＧｓの一つに気候変動への取り組みがあります。温暖化による海面上昇に苦しむオセ

アニアのツバルを例に、問題点を考えます。 

講師からのメッセージ 

質問があったら、私の話を中断してもかまいませんので、その場で手を挙げてください。質問

への回答を先にしてから、話を続けます。 

 


